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一
戒
律
の
起
源

．
　
（

　
…
佛
の
當
時
の
原
始
僑
團
は
、
凡
そ
五
種
類
の
出
家
が
混
集
ぜ
る
和
合
團
、
膣
で
あ
っ
た
。

は
比
丘
、
比
丘
尼
、
式
叉
摩
那
、
沙
彌
、
沙
彌
尼
、
部
ち
挙
れ
で
あ
る
ゆ

倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
の
内
、
最
上
位
に
在
っ
て
、
佛
禰
の
最

竜
理
想
的
出
家
と
認
あ
ら
れ
π
比
丘
に
就
て
、
彼
等
の
上
に
加
へ
ら
れ
π
極
重
罪
と
し
て
の
制
戎

は
如
何
な
る
性
質
の
者
で
あ
っ
た
か
、
如
何
に
し
て
戎
馴
し
禿
か
此
等
の
事
情
を
少
し
考
究
し
て
．

見
「
た
い
と
思
ふ
、
の
が
、
此
の
拙
稿
の
主
意
で
あ
る
。
　
云
ふ
迄
も
無
く
．
佛
の
弟
子
は
在
家
出
家
に
亘

っ
て
居
っ
て
、
在
家
男
女
の
俗
弟
子
た
る
優
婆
塞
、
優
婆
夷
と
．
出
家
の
五
類
と
を
併
せ
て
．
之
を
七
衆
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猫
の
弟
手
と
呼
ん
で
居
π
瑛
原
始
佛
敷
の
性
質
か
ら
見
る
と
此
等
七
島
の
内
、
在
家
よ
う
も
出
家
を

　
出
家
中
で
も
、
他
の
四
重
よ
り
特
に
男
子
出
家
の
沙
門
比
丘
を
、
最
も
重
賦
し
π
所
で
あ
る
か
ら
、
今
、

　
地
付
の
極
罪
を
研
究
し
て
見
る
事
は
、
腺
始
僧
團
の
歴
史
な
ウ
性
質
な
ヶ
を
考
ふ
る
上
に
、
建
に
意

　
義
あ
孔
事
と
云
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
詳
し
も
は
、
戒
律
肇
膿
の
概
意
を
併
秘
せ
ね
ば
な
ら
ん
の
で

　
・
あ
る
け
れ
ど
菟
、
今
、
其
の
鉱
煙
の
．
無
い
の
と
、
比
丘
重
罪
の
研
究
に
依
て
、
多
少
、
他
の
一
般
を
想
像
し

　
得
る
と
の
理
財
の
下
に
．
此
に
は
簡
短
に
薄
墨
を
述
ぶ
る
事
と
す
る
。

　
　
先
づ
、
贈
位
の
重
要
を
論
ず
る
前
に
．
戒
律
の
起
源
を
∴
醸
し
て
置
か
う
。
佛
は
成
道
後
鹿
野
苑
，

　
に
於
け
る
嚢
底
法
輪
に
，
際
．
し
て
、
五
比
丘
に
説
．
く
に
四
諦
の
妙
理
を
以
て
し
だ
が
、
其
の
’
四
諦
の
要
．

　
は
記
事
の
究
覧
解
脱
に
導
く
可
箸
八
正
道
の
修
習
，
を
拗
設
す
る
に
外
な
ら
な
か
つ
だ
。
「
此
の
八

　
正
道
は
邸
ち
戒
律
唄
般
の
淵
源
福
府
た
る
者
で
、
個
々
「
の
戒
な
暁
腱
か
ら
出
だ
枝
葉
に
過
ぎ
澱
。

　
八
正
道
と
は
正
見
（
控
σ
q
耳
£
①
壽
）
朝
霜
獲
空
σ
Q
暮
乙
量
正
語
（
控
α
q
『
毒
忌
・
）
正
業
（
密
α
Q
客
び
9
匿
σ
巳
正
命

　
（
裂
σ
◎
笹
葺
9
Φ
。
＝
貯
Φ
酬
笹
o
o
島
）
甘
糟
進
（
空
α
q
ま
露
Φ
議
曾
）
正
念
（
密
σ
q
ぼ
目
貯
山
守
ぎ
霧
訟
）
正
定
（
犀
槻
属
官
Φ
象
貯
就
§

　
　
諺
幽
高
き
書
諺
帥
8
”
）
の
入
法
で
、
遺
す
る
所
．
身
口
意
の
三
正
業
に
外
な
ら
盟
。
　
而
し
て
、
其
．
の
修
習
過
程
’

　
が
、
身
口
よ
ム
意
を
重
ん
ず
る
に
在
る
は
、
心
に
出
、
で
㌧
心
に
算
す
る
順
次
を
見
て
竜
明
で
あ
る
と
，

　
思
ふ
。
此
が
原
始
、
佛
敏
の
性
質
を
考
ふ
る
上
に
極
め
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
る
。
加
之
、



八
正
道
は
佛
の
濁
難
平
説
始
示
ぜ
ら
れ
π
所
で
は
な
、
く
、
遠
き
半
群
の
六
佛
適
、
等
し
く
斯
道
を
数

へ、

ﾅ
の
今
宣
設
す
る
厨
、
彼
と
寸
毫
悼
ら
琴
い
と
謹
言
さ
れ
て
居
る
程
、
大
な
る
背
景
を
以
て
梅
威

を
現
ぜ
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、
醗
5
に
衷
象
的
、
理
論
的
で
あ
っ
て
、
原
始
の
偲
團
日
常
生
滑
を
律
す
べ

き
規
範
π
る
に
高
省
過
ぎ
る
観
が
あ
る
。
憬
れ
ば
、
後
年
、
佛
弟
子
の
漸
く
其
の
数
を
増
す
に
つ
れ
、

理
論
と
し
て
歎
み
み
所
は
、
依
然
、
八
正
遣
の
修
習
に
在
つ
π
け
れ
ど
も
、
怪
禽
的
の
規
範
戎
律
と
し

て
賎
其
の
必
要
龍
秘
す
乃
毎
に
、
漸
次
重
，
大
な
る
戒
律
か
ら
結
露
せ
ら
れ
以
て
輕
小
律
に
及
び
年

と
倶
に
戒
律
個
條
を
増
加
し
、
㌣
、
類
似
事
伴
の
再
登
毎
に
、
必
要
な
る
増
補
訂
正
を
敢
行
し
て
來
だ

．
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
・
成
立
し
π
者
を
、
臨
時
の
佛
徒
は
、
づ
々
暗
寒
露
毒
せ
ん
事
を
勤
め
、
以
て
之

に
順
・
鷹
從
行
せ
ん
事
を
念
適
し
で
居
π
が
、
佛
の
入
滅
の
頃
に
は
．
戎
鞍
敷
百
個
條
の
齢
し
．
き
に
及

ん
だ
と
云
ふ
、
佛
の
滅
後
数
遍
に
し
て
佛
典
の
第
一
結
果
を
行
ふ
に
至
う
、
長
老
寧
波
離
、
一
切
の

戒
律
に
關
す
る
要
項
を
記
憶
し
て
居
っ
て
、
之
を
謁
出
し
、
彿
徒
は
之
を
墨
壷
強
寵
し
・
て
後
年
に
傳

入、

舶
S
年
の
後
、
之
を
文
宇
に
継
て
記
載
す
る
に
及
び
、
佛
敏
各
涙
・
の
、
相
互
多
少
の
相
違
を
以
て
傳

へ
泥
る
諸
種
の
律
藏
が
今
日
吾
λ
の
見
る
如
き
小
乗
律
と
し
て
存
す
る
に
至
つ
だ
謬
で
あ
る
。
，

・763

ラ一，

皷
坥
･
の
性
質

（

源
始
偲
魍
に
於
け
る
比
丘
の
趣
璽
轟

三
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四

　
戎
律
は
正
順
解
脱
の
本
で
、
悟
り
に
到
る
必
然
の
過
程
と
倣
さ
れ
て
居
る
か
む
之
を
一
歩
極
言

す
れ
ば
、
持
戎
即
解
脱
、
放
逸
即
生
死
轄
廻
と
な
番
。
佛
は
曾
て
舎
衛
國
の
給
孤
濁
長
者
園
に
在
ウ
、

均
丘
を
誠
め
て
一
偶
を
読
く
。

　
、
．
葺
合
自
首
。
馨
暮
ε
雪
雲
窟
日
銭
。
彰
8
琶
。
葛
号
旦
彪
驕
勇
薮
垂
目
曙
嘗
桜
唇
①
唱
弩
客
薮
鴬
夢
箇
爵
乾
．

　
《
不
放
逸
は
浬
薬
の
滋
、
放
逸
ば
死
の
道
。
　
精
進
な
る
者
は
死
ぜ
ず
、
放
逸
な
る
者
は
、
（
能
く
る
も
）
猶

　
ほ
死
せ
る
が
如
し
。
聾
『
戒
爲
甘
露
道
、
放
逸
総
三
鷹
、
不
食
則
不
死
．
学
道
爲
自
喪
。
』
）

　
此
に
所
謂
、
不
放
逸
は
持
戒
修
行
を
意
味
す
る
。
　
而
し
て
其
の
持
戒
は
、
理
論
的
の
八
正
道
よ
，
う
、

寧
ろ
實
践
的
の
日
常
生
活
個
々
の
戎
を
指
す
。
故
に
、
此
に
論
せ
ん
と
す
る
戒
律
の
性
質
と
は
、
理

論
的
の
者
で
な
く
、
實
際
的
の
個
々
の
戒
に
就
い
て
里
あ
る
。
蓋
し
、
現
存
す
る
小
乗
華
甲
の
申
に

は
、
曙
々
裡
に
八
正
澄
を
源
泉
と
し
て
居
る
事
を
見
る
が
、
現
實
に
は
之
を
包
含
せ
ず
、
實
際
的
、
具
腱

的
の
戒
相
の
み
を
読
明
し
て
居
る
か
ら
で
、
吾
人
が
託
に
読
が
ん
と
す
る
竜
、
此
の
範
園
の
要
部
で

あ
る
か
ら
、
具
膿
實
賎
的
豊
里
の
性
質
を
論
じ
賑
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
一
罪
戒
と
律
と
に
は
多
少
の
匝
別
が
考
へ
ら
れ
諏
で
竜
な
い
。
誌
面
ち
女
島
（
寛
塑
）
は
、
衷
、
象
的

性
質
を
負
ぴ
之
を
具
膿
化
し
泥
者
は
悪
文
．
帥
ち
式
叉
波
陀
（
且
冨
趨
銭
曽
）
と
云
ふ
。
　
律
即
ち
毘
那
耶

（
＜
貯
昌
撃
）
と
云
ふ
者
竜
、
常
磐
的
意
味
が
有
っ
て
、
之
を
具
取
的
に
編
輯
き
れ
π
者
を
律
藏
（
＜
営
超
㍗
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葺
跳
麟
）
と
云
ム
。
又
、
戎
は
佛
よ
り
名
け
、
律
は
弟
子
よ
ρ
名
く
。
叉
、
個
々
の
制
戎
の
意
義
を
戎
と
．
．

呼
ぶ
に
野
し
、
律
は
戒
の
集
蒐
を
意
味
す
る
雲
竜
あ
る
様
に
思
ふ
。
然
し
、
総
じ
て
云
へ
ば
戒
律
は

帥
ち
行
爲
の
規
範
（
2
0
母
岩
）
の
義
と
な
っ
て
居
る
コ
．
人
或
は
云
ふ
、
町
勢
戒
律
は
浴
極
的
、
不
鷹
作
の
性

質
を
多
髭
に
帯
び
、
積
極
的
、
腕
捲
の
法
に
乏
し
と
。
炭
る
程
、
一
陣
、
臨
の
理
無
き
能
は
ず
で
あ
る
が
、

央
は
、
恐
ら
く
、
小
乗
波
羅
提
木
叉
（
墨
客
ぎ
。
蓄
曽
）
の
戒
相
か
ら
評
し
π
詞
で
あ
る
ら
し
レ
く
、
未
だ
全
般
を

評
す
る
穏
當
な
論
と
は
見
ら
れ
な
い
。
或
は
傳
に
依
る
に
、
第
一
結
集
の
時
の
律
は
二
部
の
律
を

會
倒
し
π
と
あ
る
所
か
ら
、
二
部
は
邸
ち
、
比
丘
、
比
丘
尼
の
大
戎
の
み
を
結
集
し
π
の
で
あ
ら
う
と

想
ふ
も
現
然
で
あ
る
が
ふ
之
れ
丈
け
准
ら
、
浴
極
的
禁
止
の
義
が
多
量
で
あ
る
と
見
て
も
差
支
無
か

ら
う
。
，
然
し
、
現
存
の
豊
本
に
見
る
に
、
鱈
尼
具
足
戒
は
律
三
分
申
の
此
分
に
相
當
す
る
者
で
、
此
の

禁
止
の
一
部
に
曝
し
、
積
極
的
．
癒
作
を
輝
け
る
他
の
二
部
が
あ
る
。
律
宗
高
僧
の
詞
を
借
う
て
云

へ
ば
、
前
者
即
ち
儒
尼
具
足
戒
の
脚
部
を
止
持
戒
、
止
照
門
と
呼
ぶ
に
善
し
後
者
撃
ち
二
十
概
略
の

一
部
を
、
作
持
戒
、
修
善
門
と
云
ふ
。
鍵
度
（
こ
。
室
重
言
）
は
分
頚
せ
る
章
の
義
で
あ
る
が
、
原
始
廃
職
の
圓

常
儀
式
作
法
の
出
切
を
網
羅
し
て
有
る
。
　
残
る
第
三
部
は
附
属
（
巡
覧
鼠
邑
と
云
っ
て
、
前
二
部
の
櫃

要
を
摘
抄
し
π
形
で
あ
る
。
此
の
第
三
部
の
如
き
は
或
は
後
灌
の
附
加
物
で
あ
る
か
竜
知
れ
ぬ

が
、
第
二
部
の
作
持
戒
修
善
門
は
、
髄
に
律
の
積
極
的
方
面
を
記
し
囲
者
に
外
な
ら
訟
。
之
が
・
假
令
、

　
　
　
　
療
始
紛
…
醐
州
κ
於
け
る
比
丘
の
一
樫
鎗
郵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛　

@
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鵬
第
一
結
集
の
時
、
無
か
．
っ
た
ら
し
く
想
は
る
れ
ば
と
て
、
直
に
、
原
始
戎
律
は
禁
止
の
法
の
み
と
速
断

　
，
し
て
は
な
ら
滋
の
で
あ
る
。
佛
の
在
世
、
實
際
に
戎
律
と
呼
ん
で
居
差
者
は
、
多
く
禁
止
法
の
義
で

　
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
吾
人
が
今
日
用
ふ
る
上
界
の
語
義
の
内
に
は
、
潰
極
、
積
極
の
二
面
を
持
・

　
つ
て
居
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
．
以
上
は
、
戎
律
の
一
般
性
質
と
し
て
蓮
べ
泥
の
で
あ
る
け
れ

　
ど
竜
、
此
に
は
主
と
し
て
禁
止
的
方
面
よ
ウ
せ
る
比
丘
の
極
罪
を
説
き
、
之
に
關
す
る
積
極
的
慮
分

　
方
面
に
は
瞭
φ
多
く
燭
れ
な
い
謡
う
で
あ
る
事
を
一
言
断
っ
て
置
く
。
．

三
小
乗
戒
相
一
般

（
　
古
來
、
律
宗
の
學
者
は
四
律
五
論
を
以
て
、
其
の
．
所
依
と
信
じ
て
居
る
が
、
共
に
境
存
漢
野
中
に
簿

は
る
律
部
の
名
で
あ
る
。
修
整
に
は
貞
ら
二
種
の
根
本
的
系
統
が
あ
る
の
で
、
郎
ち
上
座
部
系
の

律
と
大
衆
部
系
の
夫
れ
と
で
あ
る
。
前
者
に
関
す
る
者
は
、
説
一
切
有
部
（
薩
濫
費
部
、
の
鑓
鼠
。
・
寓
昌
麹
）

の
「
十
書
髭
」
六
十
一
巻
、
及
び
義
浮
雲
の
燈
篭
種
の
「
毘
奈
耶
と
．
化
他
部
（
彌
沙
塞
部
、
寓
暴
論
密
粒
）
の
「
五

分
律
」
三
十
巻
と
、
法
工
部
（
曇
無
徳
部
、
U
冨
毒
瀞
σ
Q
養
君
）
の
「
四
分
律
」
六
十
巻
と
、
以
上
の
三
患
で
あ
φ
、
後
者

郎
ち
大
衆
部
に
興
す
る
律
は
「
摩
詞
僑
砥
律
」
四
十
霧
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
以
上
四
望
の
外
観
剛
系

統
に
絶
す
る
者
に
飲
光
部
（
子
葉
毘
部
㍉
国
2
1
電
彪
凶
膨
）
の
．
解
醗
戒
本
経
＝
・
舞
が
あ
る
が
、
之
は
可
惜
、
廣
本
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徳
ら
ず
し
て
、
名
の
示
す
如
く
波
羅
提
木
叉
の
み
が
残
っ
て
居
る
考
で
あ
る
。
之
を
繕
撫
し
て
、
古

宇
、
小
乗
五
部
の
律
と
云
ふ
。
何
れ
竜
、
根
本
は
、
第
一
結
集
に
於
け
る
優
波
離
の
諦
出
し
た
「
八
十
舗

律
」
に
出
る
者
で
、
小
乗
二
十
涙
申
、
各
々
主
な
．
る
傳
持
主
主
の
見
界
に
依
て
、
多
少
の
異
見
を
生
じ
だ

所
か
ら
、
別
に
律
部
を
構
ふ
る
に
至
つ
だ
，
の
で
あ
る
。
　
否
、
寧
ろ
概
評
律
傳
の
相
違
が
主
因
愚
な
つ
．

て
、
小
乗
各
涙
の
分
裂
を
惹
起
し
だ
と
見
る
方
が
穏
當
で
あ
ら
、
う
。
而
し
て
、
此
等
五
，
律
の
漢
謬
さ

れ
た
の
は
、
義
浄
を
除
く
外
、
大
概
、
西
暦
四
〇
〇
年
代
の
前
野
で
あ
る
。
（
生
壁
繹
諸
律
は
、
七
〇
三
一

七
一
学
年
の
間
に
出
禿
。
）
次
に
、
所
謂
，
要
論
と
は
、
二
部
・
に
罰
す
る
註
疏
の
頚
五
部
を
指
す
の
で
、
何

れ
も
比
較
的
後
世
の
佛
徒
の
作
で
あ
る
。
其
の
名
は
、
．
毘
尼
言
論
」
八
巻
、
．
薩
婆
多
部
毘
尼
町
勢
勒

卑
し
十
巻
（
薩
婆
多
部
律
に
依
る
。
）
「
善
見
律
毘
岩
狸
レ
（
四
分
律
を
解
食
す
と
云
ふ
。
〉
「
薩
婆
多
毘
定
則
婆

沙
」
丁
半
（
十
請
律
を
羅
す
。
）
，
及
び
、
「
律
，
二
十
二
明
語
論
」
一
巻
（
露
量
部
律
に
依
る
、
）
で
あ
る
。
而
し
て
、
此

等
五
論
の
支
那
課
年
代
も
、
西
暦
四
〇
〇
・
年
か
ら
五
六
八
年
に
至
る
問
で
、
大
膿
、
五
華
魁
の
者
と
回

し
て
差
支
無
い
。
．
然
れ
ば
、
義
浮
及
び
眞
・
諦
の
「
明
了
論
を
除
く
，
外
の
五
律
四
論
は
、
悉
く
西
暦
五
世

紀
の
漢
．
謬
と
な
る
繹
で
あ
る
か
ら
、
律
宗
か
ら
は
云
ふ
泡
も
な
く
、
今
町
の
吾
人
が
小
舞
律
を
手
に

し
得
る
大
部
分
は
、
此
の
間
の
恩
澤
に
賎
男
威
謝
せ
ね
ば
な
ら
綴
事
と
思
ふ
。
其
の
他
、
外
帯
鐸
の

律
本
も
あ
る
が
、
央
．
の
内
、
特
に
耀
威
の
有
ろ
’
は
南
方
墨
黒
律
藏
で
あ
る
。
’
之
は
前
世
紀
末
葉
猫
逸
・

　
　
　
　
瓶
陣
始
櫓
…
醐
門
に
於
け
る
比
丘
の
趣
重
翻
卯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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哲
墨
硯
究
　
第
五
＋
三
襲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

の
一
大
虚
者
に
依
て
全
部
の
原
本
刊
行
せ
ら
れ
、
現
に
吾
入
律
研
究
の
羅
針
盤
を
な
し
て
居
る
者

で
あ
る
。
以
上
の
諸
律
は
、
漢
謬
起
る
と
露
盤
謬
π
る
と
に
論
な
く
、
何
れ
も
源
古
く
、
佛
滅
後
百
年

か
ら
二
百
年
乃
蓬
三
百
年
位
の
問
に
、
印
度
の
佛
敏
徒
に
依
て
結
集
纂
比
せ
ら
れ
た
者
で
今
日
學

者
の
律
研
究
を
導
く
無
債
の
珍
重
で
あ
る
。
此
等
律
廣
本
の
外
、
此
内
の
式
底
波
陀
の
み
を
抄
出

し
衆
波
羅
提
木
叉
」
の
如
き
、
或
は
儀
式
搾
法
に
面
す
る
揚
磨
（
作
事
成
辮
隣
母
感
量
）
、
の
如
ぎ
者
等
も
あ

る
が
詮
明
を
略
す
る
。
　
但
「
波
羅
提
木
叉
」
は
、
原
始
僑
團
の
最
も
重
ん
じ
て
階
諦
憶
念
し
π
所
で
、
毎

月
、
新
月
満
月
の
鑓
、
払
底
相
寄
っ
て
諦
出
機
悔
の
布
薩
（
d
℃
。
・
・
蓬
邑
式
を
や
つ
π
と
云
ふ
事
で
あ
る

か
ら
、
何
れ
猫
隠
し
た
形
の
者
で
あ
っ
た
ら
う
と
患
は
る
、
。
（
凝
然
大
徳
が
、
誤
っ
て
「
摩
詞
僧
砥
律
」

を
根
、
本
上
座
部
の
律
と
云
つ
π
の
は
、
宜
し
く
心
し
て
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
）

　
一
意
、
古
い
歴
更
に
見
る
に
、
偉
大
な
る
人
格
、
及
び
そ
の
敏
説
を
解
…
歯
せ
ん
と
す
る
に
．
二
種
の
仕

方
が
あ
る
の
で
、
随
っ
て
、
之
を
後
世
に
傳
ふ
る
上
に
も
、
自
然
二
丈
の
励
を
生
ず
る
の
は
、
勢
の
免
れ

ぬ
所
で
あ
る
と
思
ふ
。
律
に
上
座
部
系
、
大
衆
部
立
の
蝋
涙
が
有
る
の
は
、
何
故
で
あ
る
か
、
其
の
由

來
を
考
へ
て
見
る
に
、
亦
、
此
の
論
法
で
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
之
、
孔
子
の
政
治
思
想
を
解
せ

ん
と
す
る
に
春
款
三
傳
の
別
を
生
じ
た
が
如
く
、
叉
、
其
の
残
後
、
細
心
を
傳
へ
ん
と
す
る
に
．
曾
、
子
、
孟
、

に
及
ぶ
傳
道
面
と
子
　
、
子
爵
、
竜
子
に
流
れ
し
傳
盤
面
と
、
相
分
れ
相
図
ふ
事
百
年
置
千
年
に
非
る
如
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く
で
、
一
は
形
式
を
傳
へ
、
細
字
を
残
さ
ん
と
す
る
に
反
し
、
他
は
内
容
を
重
ん
じ
、
精
，
聯
を
捉
へ
ん
と

す
る
者
で
あ
る
。
爾
藩
、
其
の
圏
的
を
同
じ
う
し
て
、
共
の
立
脚
地
を
異
に
す
る
。
斯
「
る
例
は
西
洋

哲
學
に
慈
其
の
例
に
乏
し
く
な
い
。
　
へ
『
グ
剛
學
徒
の
左
右
爾
蕪
の
如
き
好
例
で
あ
る
。
墓
督

激
に
も
其
の
例
は
多
々
あ
る
。
否
、
憲
ろ
，
一
般
の
思
想
駿
豆
は
、
之
に
擦
っ
て
正
、
反
、
合
、
の
．
…
進
歩
を
致

す
の
で
あ
ら
う
事
、
彼
の
心
妻
者
と
倶
に
、
吾
人
の
正
し
く
是
認
す
る
所
で
あ
か
る
ら
、
佛
敏
の
思
想

駿
展
に
於
て
竜
、
豊
濁
ム
、
之
に
漏
る
＼
鐸
が
あ
ら
う
乎
。
　
小
乗
律
に
二
系
有
る
如
く
、
経
に
も
論
に

も
、
同
点
の
こ
系
、
或
は
選
ん
で
、
其
の
折
衷
㎡
ゆ
想
綾
で
現
出
す
る
に
至
寝
て
居
る
が
、
其
の
本
源
は
既

に
業
に
、
第
一
結
集
の
時
に
胚
胎
し
て
居
る
。
彼
の
大
玉
葉
が
結
集
の
大
業
を
畢
る
や
、
上
座
富
縷

’
那
は
五
百
の
弟
子
と
倶
に
漸
く
到
著
し
だ
。
　
迦
葉
φ
徒
、
結
集
の
結
果
を
以
て
富
棲
那
に
示
し
、
共

の
持
律
奉
戒
を
強
み
る
や
、
富
縷
那
、
色
を
出
し
て
曰
く
．
『
一
切
は
忍
ぶ
如
き
竜
、
唯
八
事
を
除
く
。
我

は
親
し
く
層
塔
に
聴
き
、
奉
持
し
て
忘
失
せ
ず
。
我
は
唯
、
我
が
確
信
す
る
按
＼
に
持
せ
ん
の
み
。
』
と
。

八
事
は
實
に
戒
律
に
為
す
る
要
件
で
、
大
迦
葉
が
金
武
を
島
守
せ
ん
と
主
張
せ
る
に
反
し
．
被
は
佛

の
精
帥
を
捉
へ
ん
と
し
た
。
此
の
物
議
、
未
だ
分
涙
を
現
ず
る
程
に
激
烈
で
は
な
か
っ
た
と
は
云

ふ
竜
の
、
、
後
払
、
上
座
、
大
衆
、
二
律
の
分
裂
、
延
い
て
小
乗
大
桑
の
夫
れ
さ
へ
、
源
此
に
登
せ
ゆ
と
愛
ふ

竜
過
言
で
言
い
。
此
等
の
織
は
、
戒
律
の
性
質
と
し
て
論
究
す
る
が
適
當
で
あ
ら
う
が
今
は
二
種

　
　
　
　
原
始
俗
醐
に
於
け
る
豊
の
趣
轟
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
．
　
　
・
　
九



　
　
　
　
　
、
暫
學
研
．
究
　
第
冠
＋
三
聾
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
一
G

即
の
律
を
読
明
す
る
便
宜
上
、
此
慮
に
詮
く
。
而
し
て
凸
此
の
形
式
、
内
容
の
二
面
は
大
衆
部
律
を
他
の

　
律
と
比
較
す
れ
ば
、
直
に
一
目
瞭
然
π
る
者
が
あ
る
。
．
上
篇
は
後
起
譲
る
が
、
大
乗
思
想
の
萌
芽
が

　
既
に
「
摩
詞
僑
砥
律
」
に
彷
彿
た
う
と
は
、
吾
人
の
勘
な
か
ら
ず
興
味
を
威
ず
る
所
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
五
律
画
論
及
び
此
に
就
て
の
和
漢
註
疏
、
は
、
小
乗
律
研
究
の
申
心
で
は
あ
る
が
、
其
の
他
、

　
小
部
の
経
学
申
に
も
、
是
非
墾
写
照
鐙
す
べ
き
者
が
あ
る
。
今
、
此
等
に
篠
っ
て
、
小
乗
．
戎
の
種
類
を

　
説
明
し
て
置
ぐ
の
嫁
比
丘
の
重
罪
が
」
如
何
な
る
位
置
に
あ
る
か
を
見
る
上
半
必
要
と
思
ふ
か
ら
’

　
で
、
極
簡
短
に
要
言
す
る
。

　
　
佛
弟
子
に
七
衆
の
別
あ
る
事
は
前
蓮
の
如
、
く
で
あ
る
。
　
惨
し
て
、
原
始
戎
律
は
、
此
の
．
七
，
衆
に
鷹

　
じ
て
順
次
、
難
易
深
淺
の
度
を
異
に
す
る
．
諸
種
か
ら
成
立
し
て
居
る
。
．
在
家
翌
旦
の
男
女
は
五
戎

　
を
奉
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
不
殺
生
、
不
楡
盗
、
不
邪
婬
、
不
妄
語
、
不
飲
酒
が
即
ち
之
で
あ
る
。
、
在
家
の

　
」
人
、
一
日
一
夜
、
出
家
戎
を
持
歪
ん
と
す
る
者
は
、
八
齋
戒
を
持
ぜ
ね
ば
な
ら
諏
。
　
之
は
帥
ち
在
家
に
．

　
し
て
准
出
家
の
功
徳
を
積
工
ん
と
す
る
者
や
あ
る
か
ら
、
五
戎
よ
参
更
に
難
行
で
あ
み
。
殺
生
、
不

　
與
取
、
非
言
行
（
婬
冥
虚
七
曲
、
飲
諸
酒
、
塗
飾
髭
舞
歌
観
聴
、
藁
座
高
廣
嚴
麗
床
上
、
食
非
時
食
の
八
悪
を
避

　
く
る
を
八
癖
戒
と
云
ぶ
。
以
上
は
在
家
に
就
て
讐
あ
る
が
、
次
に
出
家
の
五
衆
に
就
い
て
云
ム
と
、
．

　
若
し
凸
型
戎
立
の
順
か
ら
云
へ
ば
、
此
丘
最
先
で
次
に
比
丘
尼
も
出
た
の
・
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
地
丘
、



　
比
丘
尼
は
倶
．
に
僧
團
の
最
高
梅
減
で
、
之
に
到
る
に
は
容
易
で
な
い
か
ら
、
一
定
の
年
齢
に
達
ぜ
風

　
出
家
の
尤
め
起
、
準
備
階
段
を
設
け
π
の
で
あ
る
α
男
に
在
っ
て
は
渉
彌
、
女
子
に
在
っ
て
は
沙
彌

　
尼
と
云
ふ
。
．
倶
に
十
㌦
戎
を
受
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
十
勝
は
大
謹
、
八
齋
戎
に
似
た
肘
容
で
、
更
に
、
．
不

　
得
捉
鏡
金
銀
寳
物
あ
一
項
を
加
へ
だ
位
に
過
ぎ
漁
。
沙
彌
、
沙
彌
尼
の
修
學
其
の
．
宜
し
き
を
得
、
一

　
定
の
條
件
完
備
す
る
を
待
っ
て
試
験
槍
定
の
上
、
卑
丘
、
比
丘
尼
の
大
嘗
を
受
持
せ
し
む
乃
。
　
但
し
、

　
比
丘
尼
は
比
丘
よ
釦
竜
、
修
行
進
み
難
い
者
で
あ
る
か
ら
、
今
一
つ
、
沙
彌
尼
の
上
に
、
式
叉
摩
那
と
云

　
ふ
豫
備
階
段
が
あ
る
。
式
叉
摩
那
は
一
定
年
間
、
六
法
戎
を
受
持
し
、
胎
の
有
無
を
槍
ぜ
ら
れ
て
．
比

　
・
丘
尼
に
…
進
む
。
六
法
戎
と
は
、
帯
心
甘
鯛
、
盗
人
四
銭
、
噺
畜
生
命
、
小
妄
語
凸
非
時
食
、
飲
酒
の
六
法
で
、
十

　
戒
奉
持
の
上
，
に
、
更
に
此
の
六
法
を
慣
し
ま
ね
ば
な
ら
馬
事
と
な
っ
て
居
る
。
最
後
に
比
丘
、
比
丘

　
尼
の
具
足
早
で
あ
る
が
、
之
は
古
來
、
太
敷
を
示
し
て
比
丘
二
百
五
十
戒
、
比
丘
尼
五
百
戎
と
云
っ
て

　
居
る
け
れ
ど
も
、
各
々
侮
ふ
る
所
の
律
内
容
に
依
ウ
一
撃
の
藪
必
ら
ず
し
も
一
定
し
て
居
ら
綴
。
但

　
し
、
比
丘
囎
尼
具
足
戒
が
五
百
未
満
…
で
、
凡
そ
三
百
五
十
戎
前
後
煮
惹
事
は
確
で
あ
る
。
　
比
丘
の
二
百

　
・
五
十
戒
相
を
列
す
る
と
、
四
波
羅
夷
、
十
三
帯
出
法
、
二
不
定
法
、
三
十
野
曝
男
波
逸
提
、
九
十
波
逸
提
、
四
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
七
ソ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
’
提
舎
尼
、
百
衆
撃
、
七
滅
謹
の
八
段
と
な
る
。
之
を
更
逸
五
篇
門
、
六
聚
、
七
聚
等
に
分
類
す
る
法
が
あ

胤
　
る
が
略
す
る
。
比
丘
尼
戎
は
、
先
づ
之
に
准
ず
る
者
で
、
八
波
羅
夷
「
十
七
僧
残
訟
二
十
捨
堕
、
百
七
十
八

　
　
　
　
　
原
姶
紛
鵬
酬
に
於
け
る
比
丘
の
煉
爬
重
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一
一
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．
哲
畢
醗
魔
　

第
五
＋
三
號
　
　
，
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一

唱
輩
瞳
、
八
面
舎
二
百
衆
學
．
七
滅
謹
と
云
っ
た
七
段
で
あ
る
。
其
の
歎
は
汕
竜
一
定
せ
諏
が
、
大
燈
に

於
て
、
比
丘
尼
戎
が
如
侮
に
複
総
裏
密
に
な
っ
て
居
る
か
を
瞥
見
す
る
に
足
ら
う
。
　
而
し
て
、
具
足

戒
相
の
順
次
は
重
戒
よ
参
漸
次
細
小
律
に
及
ぶ
事
に
、
大
畠
上
成
っ
て
居
る
か
ら
、
以
て
波
羅
夷
罪

が
如
何
に
嚇
切
、
古
律
中
の
最
重
罪
に
な
っ
て
居
る
か
を
想
見
す
る
に
足
る
と
思
ふ
Q
・
今
、
此
等
戒

相
の
意
味
を
＝
亡
し
．
麹
に
七
赤
と
戒
律
と
の
野
々
表
を
附
し
て
置
く
事
と
し
よ
う
。

波
羅
夷
一
癖
頭
と
鐸
す
。
最
重
罪
に
し
て
細
細
的
放
逐
罪
の
意
。
再
び
僧
尼
た
る
の
資
格
を
有

　
　
　
　
し
得
ざ
る
者
と
す
。

僧
残
一
一
時
僧
伽
の
籍
を
除
ぐ
罰
期
。
儒
伽
の
末
座
に
鷺
さ
れ
、
頻
死
の
者
の
僅
か
に
残
命
を

　
　
　
　
存
す
る
が
鋤
し
。
波
羅
夷
に
次
ぐ
重
刑
な
登
。

二
不
定
i
犯
罪
目
醗
者
の
意
見
に
俵
て
、
波
羅
夷
、
僧
残
、
波
逸
提
の
何
れ
か
に
決
す
る
も
の
。
事
件
’

　
　
　
　
は
男
女
問
の
問
題
起
し
て
、
豫
あ
決
定
し
置
き
難
き
が
故
に
不
定
と
云
ふ
。

尼
薩
誉
波
逸
提
一
波
題
画
は
堕
と
心
す
。
堕
獄
の
因
な
れ
ば
此
の
名
あ
ウ
。
尼
薩
誉
は
四
捨
，

　
　
　
　
と
聾
す
。
帥
ち
不
法
筋
得
の
財
物
を
融
く
僑
伽
に
施
與
す
べ
き
が
故
に
書
捨
堕
と
稽

　
　
　
・
し
、
僧
継
喪
失
の
刑
に
會
ふ
。

波
逸
提
i
・
向
富
麗
と
繹
す
。
　
繊
悔
を
張
要
さ
る
㌧
罪
な
う
。
　
同
じ
く
堕
獄
の
画
工
れ
ど
、
之
は
繊
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悔
す
れ
ば
足
る
程
の
輕
罪
な
る
を
以
て
軍
堕
と
云
ム
。

四
提
舎
尼
－
衆
申
慨
悔
の
三
四
を
説
く
。

衆
論
一
儒
團
日
常
生
活
に
於
て
學
ぶ
べ
き
融
雪
作
法
の
類
多
く
を
指
す
。
　
之
は
能
く
學
修
し

　
　
　
　
憶
念
せ
ざ
れ
ば
、
往
々
不
知
青
畳
の
問
に
犯
す
を
以
て
衆
評
即
ち
色
迦
夜
回
と
旧
く
。
，

滅
謬
清
－
僑
壷
中
に
言
う
し
問
題
の
解
決
法
七
種
を
略
述
す
。
　
一
切
の
疑
問
、
論
箏
の
溝
滅
法
で

　
　
　
　
あ
る
か
ら
滅
亡
法
と
云
ふ
。
（
以
上
原
語
の
詮
明
必
要
な
れ
ど
竜
煩
を
避
け
ん
爲
め
略
す
タ

　
ラ

　
四
波
羅
夷
罪

（

　
　
　
　
原
始
俗
園
に
於
け
る
地
丘
の
趣
重
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憎
§



　
　
　
　
　
・
哲
撃
硯
究
　
第
五
＋
三
號
　
　
　
　
9
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

撫
　
　
比
丘
の
二
百
五
十
戒
を
具
足
戎
（
d
醤
。
。
魯
窟
象
）
と
云
ふ
は
、
功
徳
具
足
の
義
で
、
比
丘
尼
の
具
足
戒

　
．
よ
垂
佛
の
一
塁
璽
要
饗
し
た
所
で
あ
る
事
前
蓮
の
如
く
で
あ
る
。
比
丘
具
足
睡
中
、
そ
の
最
も
重

　
舞
π
る
者
は
犯
波
羅
夷
の
罪
で
あ
る
。
　
一
度
之
を
犯
し
早
る
者
は
、
剃
戒
以
前
か
、
過
失
、
凱
心
、
聾
心
、

　
か
の
外
、
悉
く
出
家
沙
門
躍
る
の
資
格
を
，
剥
脱
さ
る
N
者
て
、
如
何
に
…
臓
悔
す
る
も
再
び
救
濟
す
可

　
ら
ざ
る
老
で
あ
る
。
波
羅
夷
の
意
義
に
激
て
は
、
古
來
の
解
繹
必
ら
ず
し
竜
一
致
し
て
居
ら
漁
が
、

　
何
れ
を
見
て
竜
車
重
罪
早
る
意
味
は
あ
る
。
「
町
分
律
」
に
は
、
．
醤
如
断
人
頭
「
不
可
復
起
、
比
丘
亦
復
如

　
是
、
是
犯
法
者
、
不
復
成
比
丘
故
「
名
波
羅
夷
、
」
と
設
明
し
て
居
る
が
、
南
方
皮
霜
律
藏
慶
本
（
ロ
。
客
ぎ
話
誓
呂
σ
Q
冨
）

　
の
読
明
と
酷
似
す
る
。
　
曰
く
．
「
波
羅
夷
と
は
鞭
ち
、
恰
竜
断
頭
入
の
．
彼
の
禮
を
結
合
す
る
こ
と
に
依

　
て
竜
．
弱
く
る
事
不
可
・
能
な
る
如
丈
同
様
に
、
比
丘
・
に
し
て
：
－
法
を
實
罪
し
て
は
、
沙
門
に
非
ず
、
繹

　
子
に
昂
ず
乏
を
以
て
波
羅
夷
と
云
み
と
。
《
碁
笥
。
げ
。
窪
…
竃
・
藪
窟
鼠
§
箋
ぎ
段
。
。
げ
巨
。

　
「
曽
σ
ぎ
ぴ
ぴ
。
言
書
鋸
謡
雷
げ
2
6
げ
碧
。
暑
旨
託
貯
旦
①
茎
長
Φ
話
び
ぽ
騨
犀
ぽ
鐸
．
ゴ
…
島
冨
巨
ピ
§
。
魚
島
暮
お
①
〈
罫
昌
曽
鶏
日
眉
。
ぎ
酔
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
器
巳
唆
超
暮
葺
ρ
8
碁
ぐ
昌
。
ぶ
字
母
母
魯
閃
。
】
δ
茸
ド
轡
　
或
は
之
を
棄
と
書
す
る
人
も
あ
る
。
犯
罪
者
を
櫓

　
鯉
伽
内
法
に
温
め
得
ず
、
之
を
外
に
甲
虫
す
る
義
を
取
る
の
で
あ
る
。
「
外
耳
律
」
に
は
道
果
を
退
没
す

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　

　
る
意
味
か
ら
退
没
と
易
し
．
叉
、
儒
伽
と
保
に
宿
互
共
に
事
に
從
ふ
を
得
零
る
遽
か
ら
不
共
住
と
も

　
繹
し
て
あ
る
。
南
方
律
に
は
不
共
住
を
詮
明
し
て
日
う
、
「
不
共
学
と
は
、
沙
門
の
、
同
一
群
生
、
同
一
説
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戎
、
伺
托
す
る
も
の
之
を
共
學
と
名
く
ゆ
此
の
内
、
何
れ
か
を
映
ぐ
も
の
、
之
を
以
て
不
共
住
と
名
け

墜
る
」
と
奮
鉾
・
ぎ
ゴ
紅
琴
・
碧
・
嘗
器
会
す
遠
野
・
ざ
働
量
。
・
§
首
鼠
蜜
恵
。
蜜
常
器
。
嵐
鼻
録
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

器
象
三
旨
硫
彗
冨
8
嚢
ぐ
鐸
O
。
慈
塁
髭
写
器
O
讐
隼
》
或
は
叉
、
阿
鼻
地
獄
に
瞳
す
る
因
と
云
ム
の
F
で
堕
落
と

　
ロ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

課
す
る
者
竜
あ
る
。
．
十
謁
、
律
レ
が
堕
不
如
意
庭
と
課
せ
る
竜
同
義
で
、
悪
魔
に
打
勝
亙
れ
て
苦
露
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

瞳
歯
髄
る
奮
で
あ
る
。
．
倶
含
論
」
に
他
勝
と
あ
る
3
亦
．
之
に
似
π
意
昧
て
他
人
に
依
て
打
勝
だ
れ
t

義
で
あ
る
。
　
佛
國
の
碩
學
ピ
ル
ヌ
フ
鍛
授
は
、
騒
影
（
簿
駁
G
）
＋
＆
（
二
恩
．
叫
ひ
）
＋
涛
塑
H
蜜
㌶
噺
障
即
と

説
明
し
、
郎
ち
最
高
立
待
め
放
逐
罪
の
義
に
解
し
尤
に
野
t
て
5
猫
逸
の
η
イ
マ
ン
敏
授
は
、
之
が
原

語
梵
交
を
耳
目
鼠
夢
な
り
と
し
、
替
那
（
陶
繋
目
夢
）
敏
の
俗
語
（
嘆
影
面
に
あ
る
・
℃
弩
趨
鼠
ぎ
唄
窟
握
（
麺
麟
㊦
）
＋

器
（
鼠
。
麗
）
＋
冒
二
上
♂
麺
轟
㊦
舗
）
，
の
語
の
存
す
る
よ
ρ
想
到
し
，
彼
と
二
五
ど
手
無
、
夜
露
、
の
佛

敷
竜
、
此
語
を
用
み
し
な
る
べ
し
と
解
話
し
て
居
る
。
今
、
詳
し
ゃ
語
原
論
究
の
必
要
は
な
い
が
、
要

之
、
義
浮
の
課
し
尤
「
有
部
毘
熱
雷
」
一
に
云
ふ
読
明
で
、
波
羅
夷
の
重
，
罪
盛
る
事
は
最
も
明
了
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ヒ
　
　
む

と
思
ム
。
　
日
ぐ
、
「
波
羅
市
章
者
、
歯
並
重
罪
、
前
緒
厭
悪
、
可
嫌
棄
、
不
可
愛
、
若
遊
窮
亦
纏
犯
時
、
即
非
沙
門
、

、
．
非
羅
…
迦
・
子
、
失
蔀
必
甥
性
、
乖
浬
繋
性
、
堕
落
崩
倒
、
被
他
所
勝
、
不
可
救
濟
、
如
露
多
羅
樹
頭
・
更
不
復
生
、
不
無
’

鯵
茂
増
長
廣
大
、
故
名
波
羅
市
迦
、
」
と
。

　
波
羅
夷
の
字
義
は
、
右
に
依
て
賂
丸
明
に
な
つ
だ
と
思
ふ
が
、
所
謂
比
丘
の
四
波
羅
夷
と
は
何
で
あ

　
　
　
　
原
始
信
團
に
於
け
る
比
丘
の
趣
重
郵
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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哲
　
　
墨
　
　
研
　
　
究
　
　
　
餓
謝
　
五
　
十
・
三
　
贈
岬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

る
か
、
之
を
読
明
せ
ね
ば
な
ら
訟
。
帥
ち
、
婬
、
盗
「
殺
人
、
妄
語
の
四
罪
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
何
故
に
此

の
四
者
が
比
丘
と
し
て
絶
待
に
禁
止
さ
れ
尤
か
、
叉
、
何
故
に
比
丘
尼
は
之
に
倍
す
る
八
波
羅
夷
を

規
定
す
る
に
至
つ
尤
か
、
之
は
大
に
意
義
あ
る
問
題
で
あ
る
。
之
を
解
決
す
る
窪
め
に
は
．
最
竜
公

李
に
當
時
印
度
の
就
籍
裏
情
を
槍
す
る
必
要
が
あ
う
、
詳
し
く
、
制
戒
因
縁
を
吟
厳
し
て
見
な
い
と

解
ら
な
い
事
で
あ
る
。
爾
ほ
、
此
等
に
面
し
て
は
、
最
後
の
評
論
に
於
て
蓮
ぶ
る
所
が
あ
ら
う
か
ら

今
は
．
略
す
る
，
爾
ほ
叉
、
比
丘
の
重
罪
に
就
て
は
、
波
羅
夷
の
み
に
止
ら
ず
、
他
に
竜
あ
る
事
を
一
言

注
意
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
・
夫
は
帥
ち
僧
残
法
と
楡
蘭
遮
と
五
逆
罪
等
で
あ
る
。
僧
残
は
波

羅
夷
ま
で
は
行
か
綴
が
、
其
の
問
一
毫
の
差
で
、
實
に
底
心
だ
る
の
一
縷
の
露
命
を
辛
5
じ
て
縫
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

で
居
る
に
過
ぎ
な
い
者
で
あ
る
。
楡
蘭
遮
（
9
影
影
8
亀
艶
の
聾
艶
帥
蔚
望
昌
器
）
は
大
画
意
濫
、
大
罪
、
轟
悪
心
過

杯
と
課
す
る
語
で
、
具
足
戎
の
他
の
分
類
法
配
る
六
塵
の
一
で
あ
る
。
之
は
波
羅
夷
罪
や
、
僑
残
罪

の
企
及
し
て
未
「
だ
逸
げ
得
な
か
つ
π
考
、
帥
ち
未
毬
罪
、
中
止
犯
の
類
を
指
す
の
、
で
あ
る
。
波
羅
夷

の
硯
究
に
は
是
非
墾
面
す
べ
き
事
言
ふ
迄
心
な
い
。
　
五
星
罪
は
在
家
出
家
を
問
は
ず
、
犯
す
者
は

無
間
地
獄
に
幽
す
る
と
云
ふ
の
で
五
無
間
業
と
も
云
ム
。
内
に
は
波
羅
夷
に
相
當
す
る
性
質
の

者
も
あ
み
、
僑
残
に
相
毒
す
る
性
質
の
者
も
あ
る
。
帥
ち
富
商
よ
り
深
重
の
順
に
云
へ
ば
、
殺
父
、
殺

揖
、
殺
阿
羅
漢
、
出
佛
身
命
、
破
和
合
僧
の
五
罪
で
あ
る
。
　
然
し
一
此
等
各
種
の
重
罪
中
波
羅
夷
を
以
て
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最
上
極
重
ど
す
る
・
拡
、
比
丘
を
ド
重
判
ず
る
所
以
で
あ
る
。
詰
軌
一
切
罪
業
中
、
比
丘
と
し
て
は
、
四
波

羅
夷
以
上
の
重
罪
は
有
ら
れ
な
い
の
・
で
、
漠
然
で
は
あ
る
が
原
始
僧
團
の
規
縄
が
穂
如
な
る
盤
質

で
あ
っ
π
か
を
示
す
興
味
有
る
問
題
と
な
る
。

　
陶
然
ら
ば
、
四
波
羅
夷
の
戒
交
は
、
下
図
な
る
文
面
の
規
定
と
な
っ
て
居
る
か
と
云
ム
な
、
律
に
依
て

多
少
の
枳
違
は
有
る
竜
極
微
細
，
な
字
句
の
顯
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
今
は
代
表
的
に
、
古
地
律
宗
の
最

も
重
ん
ぜ
る
「
四
分
律
』
に
依
っ
て
置
型
を
見
、
南
方
律
に
依
て
巴
利
文
を
伺
っ
て
見
早
い
と
思
ふ
。

　
先
づ
館
輔
波
羅
夷
戎
は
不
婬
戎
で
戒
交
は
次
の
如
く
で
あ
る
℃
　
・

『
若
比
丘
、
共
蒲
雌
牛
戒
、
若
不
平
戒
、
戎
藏
不
撫
悔
、
犯
不
浄
業
、
乃
至
共
畜
生
、
是
比
丘
波
羅
夷
、
不
共
住
。
』

南
方
巴
利
律
は
曰
く
、

　
．
蔓
。
膨
岩
ぴ
ぼ
欝
巨
多
昌
（
窪
窪
曽
菖
巴
（
写
器
2
1
冒
舘
ρ
ヨ
9
、
冨
暮
。
墨
黒
ぎ
旨
ε
膨
。
。
算
冨
ξ
山
霧
喜
巳
聖
旨
舘
2
、
亭

　
犀
轟
轟
霧
げ
巨
峯
六
出
論
旨
琶
蟄
”
ψ
唱
豊
沼
く
Φ
嵩
夢
鴛
鍵
彰
器
・
峠
欝
8
罫
霧
撃
壁
際
書
目
㌶
笥
算
。
剛
δ
寓
器
舘
牙
器
9
．
、

　
公
凡
そ
比
丘
に
し
て
、
比
丘
衆
の
敏
と
生
活
と
に
入
互
で
、
敏
を
竜
苑
繕
せ
ず
、
無
能
力
を
龍
燈
自
ぜ

　
ず
し
て
、
男
女
交
嫌
の
法
を
学
行
．
せ
ん
者
は
、
軍
令
、
畜
生
，
を
相
手
巴
陶
す
る
も
、
波
羅
夷
罪
に
し
て
、
共

に
住
す
可
ら
ず
。
》

此
の
第
圃
戒
は
、
不
婬
戒
で
、
或
は
不
浄
業
の
戒
∵
非
梵
行
（
筈
影
｝
き
雅
号
智
）
の
戒
と
云
は
る
。
　
在
家
五

　
　
　
　
原
始
浜
弓
に
於
け
る
比
丘
の
極
重
罪
　
　
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
醗
研
　
究
　
　
第
五
†
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
輔
八

戒
の
不
邪
婬
戒
の
如
く
で
な
く
、
比
丘
は
絶
待
不
婬
戎
で
あ
る
。
故
に
、
比
丘
に
し
て
、
戒
を
捨
て
ず

と
も
、
持
戒
三
聖
の
念
減
退
ぜ
る
を
繊
悔
せ
ず
し
て
不
浮
を
行
ふ
者
は
、
相
手
が
入
、
非
人
（
鬼
憩
魔
の

類
）
、
畜
生
π
る
の
如
何
を
問
は
ず
、
波
羅
夷
罪
に
託
る
、
者
で
、
，
僑
伽
（
ω
昌
σ
q
9
）
か
ら
放
逐
さ
れ
再
び
比

丘
と
な
ム
得
な
い
者
走
な
る
。
而
し
て
、
其
の
不
単
行
の
腱
は
、
男
心
k
個
要
し
て
は
、
大
便
道
と
口
、
女

塾
に
向
っ
て
は
、
大
便
道
、
小
便
道
、
口
、
の
三
露
で
あ
る
。
其
の
抱
、
詳
細
の
規
定
が
あ
る
が
、
央
は
戒
丈

解
羅
上
の
話
で
、
後
に
譲
る
事
と
し
よ
う
。

　
次
に
第
二
波
羅
夷
罪
は
，
無
事
即
ち
不
国
取
を
禁
ず
る
事
で
、
式
叉
波
陀
は
衣
の
如
し
。

　
『
碧
比
丘
、
若
在
村
落
、
若
閑
静
虞
、
早
馬
盗
心
取
、
半
開
輿
取
法
、
若
爲
王
、
王
大
臣
笹
野
、
早
発
若
縛
、
あ
願

　
出
國
、
汝
是
賊
、
汝
療
、
汝
無
所
知
、
是
比
丘
波
羅
夷
・
不
共
住
。
』
　
噛
　
　
　
・

南
方
巴
利
律
藏
に
は
曰
く
、

　
、
．
闇
。
霧
雲
ぴ
窪
犀
ぼ
毎
σ
Q
2
1
日
帥
昌
鷲
塑
隷
ロ
9
、
函
銭
登
呂
蝕
夢
亀
網
舘
臨
犀
国
賊
鑓
げ
鑑
曙
畠
岩
団
客
疑
似
℃
Φ
銭
首
星
鼠
β
Φ

　
冨
す
δ
8
影
H
け
σ
Q
勲
｝
］
o
訂
帥
宝
器
越
毎
け
品
む
羨
き
Φ
団
岩
旨
話
蜜
び
び
a
Φ
昌
毎
け
話
噛
。
o
唇
、
凱
ぴ
出
。
西
霞
農
5
証
銘
回
Φ
ぎ

　
、
。
・
同
F
宮
詣
珍
重
錠
ψ
夢
津
犀
｝
誉
銭
貯
浸
蝕
器
品
勉
琶
碧
。
亀
鎗
け
覧
℃
曽
．
魯
犀
。
ぎ
高
話
ヨ
量
器
。
．
ご
《
凡
そ
比
丘
に
し
て
、

　
或
は
村
よ
う
、
或
は
森
よ
・
9
、
盗
む
決
心
を
作
し
て
．
與
へ
ら
れ
ぎ
る
者
を
取
る
で
あ
ら
う
斯
の
者

　
は
、
帥
ち
、
斯
く
不
輿
取
の
事
に
於
て
國
王
が
盗
賊
を
捉
へ
、
汝
は
盗
賊
、
汝
は
愚
者
、
汝
は
三
人
、
汝
は
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盗
者
な
蚕
と
云
ひ
つ
、
、
或
は
打
ち
、
或
は
獄
に
投
じ
、
或
は
放
逐
す
る
で
あ
ら
う
如
き
、
曇
る
、
不
與

　
取
の
比
丘
も
亦
波
羅
金
言
に
し
て
共
に
住
む
可
ら
ざ
る
者
で
あ
る
。
）

　
此
の
戒
は
、
人
や
畜
生
や
三
皇
に
厩
す
斎
物
の
如
き
を
盗
聾
す
る
事
を
禁
ず
る
の
で
、
其
の
便
領

標
準
は
、
五
銭
或
は
直
五
銭
の
物
若
ぐ
ば
煙
れ
以
上
の
物
に
限
う
、
波
羅
夷
罪
と
な
る
．
内
規
で
あ
る
。

此
の
標
準
は
何
露
か
ら
來
た
か
と
云
ふ
に
、
當
時
摩
艶
艶
（
白
勲
α
q
器
冨
）
國
の
法
律
で
、
約
五
銭
程
の
金

銀
財
物
を
盗
む
者
は
死
刑
に
な
る
定
で
あ
っ
控
か
ら
、
佛
は
之
を
僧
團
規
定
中
に
竜
採
用
し
た
課

で
あ
る
。
帥
ち
此
の
盗
波
羅
夷
は
僑
伽
に
於
け
る
死
刑
に
相
曝
す
る
意
味
で
、
比
丘
と
し
で
の
生

命
を
永
久
に
失
ふ
罰
で
あ
る
。
故
に
、
若
し
五
銭
以
下
の
盗
取
に
於
て
は
、
其
の
事
情
に
依
ウ
、
或
は

楡
蘭
遮
と
な
ウ
或
は
突
吉
堀
罪
に
な
う
、
或
は
無
罪
に
な
る
揚
合
竜
あ
る
。
故
に
若
し
比
丘
に
し

て
、
何
．
れ
の
慮
に
於
て
竜
．
五
銭
叉
は
以
上
の
麿
を
盗
馨
し
、
王
、
大
臣
等
に
依
て
捉
へ
ら
れ
、
誹
誘
苦
痛

を
被
る
所
の
者
は
波
羅
夷
と
な
る
の
で
あ
る
。
之
を
聖
母
取
（
銭
暮
翁
町
冨
）
の
極
重
罪
と
秘
す
。
戒

文
中
、
國
王
、
大
臣
、
に
捉
へ
ら
れ
云
々
と
云
ふ
如
き
は
、
非
常
に
注
意
す
べ
き
文
句
で
、
戒
律
と
園
山
の

一
般
魔
會
と
の
關
係
を
想
は
し
む
る
資
料
で
あ
る
。

　
更
に
第
三
重
罪
は
不
殺
戒
で
あ
る
が
但
し
此
の
殺
は
殺
人
に
限
る
の
で
、
殺
非
人
、
殺
畜
生
以
下

は
刎
に
規
定
が
あ
る
。
其
の
漢
課
戎
交
は
次
の
如
し
。

　
　
　
　
原
始
鱈
團
に
於
け
る
比
丘
の
趣
重
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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哲
學
研
究
　
　
第
近
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
『
若
比
丘
、
故
差
手
断
怨
讐
、
書
置
導
入
、
歎
番
死
快
鋤
死
、
咄
男
子
、
用
・
此
悪
流
出
、
寧
死
不
生
、
作
如
是
心
▼

　
思
惟
、
種
々
方
便
、
歎
穏
死
快
、
鋤
死
、
是
比
丘
波
羅
夷
、
不
等
住
。
』

巴
利
律
交
は
吹
の
如
し
。
・

　
．
、
闇
。
窟
鉱
喜
塩
竃
錫
ω
蝕
鼠
◎
§
§
蒙
馨
忌
σ
Q
暮
舘
ど
M
ぐ
憲
く
。
ぎ
℃
昌
岩
。
・
暮
簿
野
田
露
巨
財
昌
、
白
鷺
身
。
＄
暑
勲

　
臣
琶
羅
題
言
謡
ω
診
く
髭
彰
・
昌
・
§
毎
号
く
勘
鶏
鼠
号
唱
・
暑
3
諺
菖
。
春
雪
犀
菖
け
・
畳
言
首
書
書
鼻
・
墨

　
侮
暑
§
Φ
鍵
盤
密
ま
Φ
，
冒
H
翻
。
・
Φ
塁
。
鉱
u
羅
拝
庁
弩
髭
。
莚
。
ま
馨
嘗
著
℃
。
貿
Φ
ご
二
身
身
Φ
養
暮
同
月
膨
養
堰
爵

　
歯
m
舘
げ
養
心
心
。
団
気
夢
衆
議
眉
帥
団
蟄
く
帥
。
Ω
夢
甘
2
－
自
署
①
関
同
2
亀
撃
旨
芝
切
母
且
博
岸
。
溜
。
㌶
触
あ
瀞
良
く
器
ρ
．
．
宍
凡
そ
叉
、
比
丘
に

　
し
で
、
他
人
の
耳
翼
を
生
命
よ
ウ
断
つ
で
あ
ら
う
所
の
者
は
、
（
柳
ち
、
殺
す
意
）
或
は
自
ら
刀
を
手
に

・
し
、
或
は
刀
を
手
、
に
す
β
者
を
求
め
、
或
は
、
「
若
し
入
よ
。
」
汝
は
斯
の
如
き
罪
－
あ
る
悪
し
き
生
命
を

　
以
て
何
の
盆
か
あ
る
O
寧
ろ
生
命
よ
ウ
死
す
る
事
こ
そ
汝
に
は
よ
ウ
善
け
れ
、
」
と
て
、
死
の
讃
僻
　
’

　
を
讃
嘆
す
る
か
、
或
は
死
k
ま
で
人
を
勤
類
す
る
か
、
斯
の
如
き
心
で
、
斯
の
如
き
決
心
を
な
し
て
、

　
或
は
種
々
死
の
讃
僻
を
呈
し
、
人
を
死
に
誘
ム
で
あ
ち
う
所
の
比
丘
、
之
も
亦
、
波
羅
夷
に
し
て
」
僧

　
伽
に
共
住
す
べ
か
「
ら
ぎ
る
者
で
あ
る
。
』
，

　
此
の
戒
は
不
殺
生
戒
（
魯
喜
ω
箇
）
と
云
は
れ
、
叉
、
殺
人
戎
（
く
勲
巳
尉
夢
）
と
云
は
る
。
　
即
ち
出
家
在
家
に
論
無
．

く
、
人
を
殺
し
、
敏
へ
て
殺
さ
し
あ
、
或
は
櫨
接
間
接
種
・
々
方
便
し
て
入
を
死
に
導
く
等
を
禁
ず
る
大

「
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戎
・
で
あ
る
。
、
此
の
戎
の
結
制
竜
、
當
時
の
聴
器
駿
態
と
籐
程
重
大
な
關
係
渉
あ
る
と
思
ふ
。

最
後
に
第
四
波
羅
夷
罪
戒
は
、
之
を
大
妄
語
戎
・
と
畏
し
．
輩
に
妄
語
即
ち
嘘
説
証
僻
の
戒
と
は
蓮
ふ

「
の
で
、
五
戎
中
の
不
妄
語
と
は
．
異
る
を
知
ら
ね
ば
な
ら
殿
。
・
四
分
律
に
は
日
ぐ
，

．
『
若
暴
露
、
實
無
習
知
．
肖
簾
…
言
、
我
得
上
入
法
、
我
已
入
聖
智
勝
法
、
我
知
是
、
我
見
是
一
彼
於
異
時
、
若
問
若

　
不
問
、
欲
自
清
浄
故
、
作
是
詮
、
我
實
不
知
不
見
、
言
知
曲
見
、
虚
議
妄
語
、
除
増
上
慢
．
是
蒲
丘
波
羅
夷
不

　
共
住
。
』

南
方
巴
利
律
丈
は
左
の
如
く
鯨
ふ
。

　
．
．
望
。
饗
ぎ
乞
回
涛
閃
げ
づ
碧
菩
甲
山
一
冒
岩
旨
旨
解
昌
営
鍵
塁
訟
箋
げ
學
百
臣
日
切
雪
白
℃
き
ξ
涛
営
け
塑
一
翼
B
霧
ぐ
曽
密
蟹
幽
器
蜜
奉
浮

　
・
。
・
馨
翁
§
①
遷
鉦
寓
圃
只
只
巨
費
塞
鶏
罠
鉱
・
葺
。
・
醤
毒
悪
罠
畠
窪
言
聾
碧
爵
α
Q
σ
q
帥
導
暴
勇
。
話
馨
墓
牙
α
q
σ
Q
－

　
雪
ぐ
塗
替
。
＜
隷
登
呂
。
ぐ
凶
。
・
昌
鑑
｝
薯
Φ
浮
ぎ
。
〈
書
く
銭
Φ
弓
F
暑
β
言
Φ
く
翼
9
善
ω
。
2
話
§
三
言
高
径
彪
羨
艮

　
膨
・
。
・
・
謎
9
貯
。
◎
ぎ
掛
琴
紹
・
・
弾
碁
彪
罫
書
斜
影
君
影
銭
｝
旨
臥
鼠
、
超
9
旨
覧
暑
盈
帥
｝
8
ぎ
識
器
白
搾
器
9
．
噂
《
又
、
凡
そ

．
比
丘
に
し
て
．
入
問
以
上
の
法
を
知
ら
ず
し
て
．
「
是
の
知
き
は
知
蚤
、
是
の
如
き
は
上
し
、
』
と
云
ウ
て
、

醤
己
の
有
す
る
＋
雲
斎
聖
な
る
智
見
を
表
自
ゆ
る
で
あ
ら
う
所
の
昆
劇
の
後
異
時
に
於
て
、
ス

　
は
問
は
れ
つ
、
あ
る
時
、
叉
は
問
は
れ
つ
曳
あ
ら
ぎ
る
時
罪
を
犯
し
つ
、
、
膚
ら
清
浄
な
ら
ん
事

　
を
希
望
し
て
．
［
長
老
よ
、
勘
く
知
ら
ざ
る
に
知
れ
う
と
語
．
参
冤
ぎ
る
に
面
し
と
云
ひ
て
、
嘘
読
の
妄

　
　
　
　
療
始
傍
團
に
於
け
、
る
地
丘
の
趣
霊
…
騒
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
二
一
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哲
學
醗
究
　
　
第
王
十
三
盟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
語
を
な
せ
づ
、
』
と
、
斯
く
表
白
す
る
で
あ
ら
う
所
の
比
丘
も
亦
、
増
上
慢
を
除
い
て
は
、
波
羅
夷
罪
に

　
し
て
不
共
住
め
者
で
あ
る
。
》

　
此
の
戒
は
帥
ち
輩
な
る
嘘
言
を
指
す
に
非
ず
し
で
、
入
間
以
上
の
法
、
帥
ち
感
力
道
果
等
を
妄
説

す
る
を
禁
ず
る
竜
の
だ
る
事
を
知
る
。
故
に
之
を
妄
言
上
人
法
（
φ
ま
麟
罫
欝
細
工
ω
㍗
9
鍵
琶
鍾
9
）
の
戎
と

呼
ぶ
の
で
あ
る
。
比
丘
、
一
身
の
利
養
名
聞
を
貧
求
ぜ
ん
と
し
、
在
家
信
者
の
財
食
を
乞
得
せ
ん
爲

め
、
我
は
聖
者
、
羅
漢
、
我
に
施
す
者
は
大
繭
利
を
植
ふ
べ
し
、
杯
と
妄
面
し
乍
ら
、
其
の
實
、
何
等
關
知
す

る
駈
無
き
竜
の
、
之
を
大
妄
語
戎
と
云
ふ
。
共
の
他
の
小
妄
語
戎
は
波
逸
提
罪
の
規
定
す
る
所
で

あ
る
。
但
し
、
大
妄
語
と
錐
竜
、
利
器
低
下
の
念
に
出
で
し
に
非
ず
し
て
、
増
上
慢
心
の
爲
め
、
大
妄
語

．
に
相
嘉
す
る
結
果
に
謀
る
者
が
あ
る
が
、
之
は
後
に
盗
る
實
例
を
見
れ
ば
解
る
か
、
波
羅
夷
と
は
な

ら
澱
と
の
除
外
例
で
あ
る
。
而
し
て
波
羅
夷
妄
語
の
成
立
す
る
に
は
種
々
の
内
規
三
島
が
有
づ
、

欺
か
れ
し
者
之
を
悟
っ
て
比
丘
を
輕
蔑
す
る
に
至
る
事
竜
轟
轟
に
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
様
三
三
交
の
、
如
何
に
し
て
成
立
す
る
に
至
つ
π
か
、
其
の
嗣
戎
因
縁
は
、
後
に
述
べ

ん
と
す
る
所
で
、
常
に
就
會
と
の
關
係
を
併
せ
見
る
事
を
忘
れ
て
は
獄
ら
滋
の
で
あ
る
。
（
未
完
）


